
資料4 Ｊ－クレジットに関する連携協定の締結について

①締結日 3月11日(火)

②目的
今後、公共施設のLED化や省エネルギー設備へ更新して
いくにあたり、それらの環境価値をクレジット化する。
クレジットは、市内企業を中心に販売し、得られた利益は
環境境施策の事業へ充てる。

③連携する事項  
1 クレジットに関するノウハウや情報提供
2 クレジット制度の周知や広報
3 クレジットの発行、市場での取引代行

④連携企業
1 ㈱バイウィル(東京都)
2 福井テレビジョン放送㈱

⑤協定事業者の選定理由
㈱バイウィル
クレジット創出の知見を持ち、全国の自治体との連携
実績が豊富である。県内では鯖江市、越前市、勝山市
が連携し事業を展開している。
福井テレビジョン放送㈱
市内企業を中心にクレジット購入を促し、脱炭素経営
を啓発する。

⑥坂井市でJ-クレジット化が実現可能なプログラム(バイウィル商品)
きらきラボ・・・・・・・LED照明設備による省電力クレジット(坂井市)
そらいろラボ・・・・・太陽光発電設備による再エネ電力クレジット(坂井市)
ぼいラボ・・・・・・・・・効率性の高いボイラー設備によるCO2削減クレジット(坂井市)
おこめラボ・・・・・・・田んぼの中干しによるメタンガス発生抑制クレジット(農家)

【J-クレジットの仕組み】
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